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中枢神経回路は脳虚血、外傷、脊髄損傷などにより深刻な打撃を受け

る。中枢神経疾患による神経脱落症状を緩和する有効な治療法はなく、

新たな治療法の開発が待ち望まれている。そのためには、なぜ中枢神経

回路が再生しにくいのかという問題を解決しなければならない。近年、中

枢神経系には軸索の再生を抑制する蛋白質が複数存在することが明らか

になってきた。ここ数年で、それらの再生阻害因子がどのように神経細胞

に働きかけ軸索再生が阻害されるのかという分子メカニズムが明らかにな

り、治療的な展望も開けてきた。複数の分子ターゲットに対する治療法を

時間的空間的に組み合わせることで、機能的な中枢神経機能の再生を

導くことが可能になるのではないかと期待される。 
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協賛：大阪大学 21世紀 COEプログラム「細胞・組織の統合制御にむけた総合拠点形成」 
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